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工夫しながらの学校生活 

長泉町立北小学校長 後藤 勇二 

 

秋は、暑すぎず寒すぎない気候から、スポーツ、読書、芸術など様々なことを取り組むにはう

ってつけの季節です。コロナ禍でなければ、友達と関わりながら様々な秋を満喫してほしい所で

すが、なかなかそういう訳にはいかない現状です。 

学校では、これまで必要な感染対策を講じるとともに、生活様式や約束を確認しながら教育活

動における様々な工夫を重ねてきました。北小の子供たちは、素直で真面目な子が多いので、先

生たちの言うことをしっかり守り、新型コロナウイルスに感染しないよう気を付けて生活するこ

とができていました。感染リスクが高いと心配されていた給食の時間も、無駄話をすることなく、

飛沫が飛ばないよう静かに食べることができています。  

先日、栄養教諭給食訪問があり、２年の給食の時間の

様子を参観していただきました。帰り際に栄養士の先生

から「静かで驚きました。給食指導のお手本ですね。」と

いう言葉を頂きました。他の学年についても様々な工夫

を凝らしながら給食指導を行っています。 

右の写真は、配膳の様子です。給食「少なめ」希望の

子供から、「ふつう」「多め」の順番で配膳を行っていま

す。カードで知らせるので、おしゃべりをする子が一人

もなく、整然とした雰囲気の中で配膳が行われています。 

静岡県で新型コロナウイルスの緊急事態宣言が解除されたことを受け、学校でも少しずつ制限

を緩和していきたいと考えています。主な変更点として、 

① 中休みと昼休みを実施するため、下校時刻が通常に戻ります。 

② 密を避けるため、中休みや昼休みの図書室の本の貸し出しを当面の間学年ごとに行います。 

③ 中休みや昼休みの委員会活動を再開します。 

④ 購買窓口は７月までの学年割り振り（月…１・２年、火…３年、水…４年、木…５年、金…

６年）で開きます。 

⑤ 理科の実験・観察の授業や音楽の合唱や演奏等は、子供たち同士の距離を十分に取った上で

実施します。 

学校で集団生活を送るからこそ学べる「成長の機会」を少しずつ増やしていきます。なお、昇 

降口前での検温や給食時の黙食については、引き続き継続し､安全・衛生管理に注意しながら進め

ていきます。子供たちにとって楽しい学校となるよう、一人一人の笑顔があふれる毎日をつくっ

ていくため、保護者の皆様の、御理解と御協力を重ねてお願いいたします。 

 

夏から秋へと、移り行く季節と共に、学校も１０月８日に前期を終え、後期が始まる節目を迎

えようとしています。この節目の時に、一人一人が前期での成長や課題を自覚し、後期の生活に

向けて新たな目標を立てることが大切です。 

今後も皆様の御理解、御協力の下、学校、保護者、地域住民がしっかりとスクラムを組み、子

供の命を守り、子供の命を輝かせる「あなたが大切」の北小学校を目指します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

学校教育目標「自他を大切にし、新しい明日をひらく北小の子」 
経 営 理 念「あなたが大切」 
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